
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 登校時の交通立哨で、子どもたちから元気な挨拶が返ってきたときは、朝からとてもよい気分になりま

す。「おはようございます」の挨拶は、人と人をうまく結びつけてくれる「心と心の架け橋」の役割を果

たしてくれます。挨拶はしたときも、されたときも、心が温かくなってうれしいものです。挨拶を交わす

ことは、自分と相手を元気にすることなのです。嫌なことや悩んでいることがあっても、挨拶をすると素

直になれて、心の元気がつくり出され、いつのまにかポジティブに行動できるようになります。 

 18日の全校朝礼の話で全校児童に、『挨拶がいっぱいの学校』にというお話をしました。挨拶は大きな

声で行うことはもちろん、「【あ】【い】【さ】【つ】」の頭文字をつなげて、次のようなことも意識して取り

組んでほしいとお願いしました。 

 

 

 

 

元気な『挨拶』ができる学校は、笑顔も、元気も、優しさもいっぱい見られるようになります。全校児

童が心がけて行えると、さらに気持ちよくなり、『挨拶』が自分にも皆にも元気を与えてくれます。常に、

「あかるく、いつでも、さきに、つづけて」を意識しながら、『挨拶』がたくさん交わされる、元気いっ

ぱいの比地小学校にしていきましょう。 

 

 

 
児童会が４月 25 日～５月１日までの１週間をあいさつ強調週間として、児童玄関付近で朝のあいさつ

運動を行っています。登校してきた子どもたちのあいさつの声が、比地小学校中に響いています。元気な

あいさつができた児童にシールを配り、それを階段の表に貼るようにしています。昼にはその日の結果（達

成率）を放送して、「あいさついっぱいの学校」をめざしています。 

 

文責 長谷川 忍 

学校のめあて 

心豊かでたくましく 

自ら学んで未来を創る 

爺 陽 の 空 へ 

【あ】・・・明るく 【い】・・・いつでも 【さ】・・・先に 【つ】・・・続けて 

達成率６７％ 
25 日(火) ６年生…100% 

達成率８４％ 
26 日(水) ５・６年生…100% 


